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BIM/CIMモデルの考え方



BIM/CIM活用の現状

○平成24年度から橋梁、ダム等を対象に3次元設計（BIM/CIM）を導入し、着実に増加。
○平成30年度は、212件（設計業務：147件、工事：65件）で実施。
○令和元年度は、400件（業務＋工事）の実施を目標。

国土交通省２０１９年７月１７日
i-Construction推進コンソーシアム第５回企画委員会参考資料より

BIM/CIM活用業務・工事件数の推移

累計事業数 設計業務：291 工事：339 合計：630



CIM導入ガイドラインの改定（令和元年５月）

2019年4月23日（火）に開催した「BIM/CIM推進委員会（第２回）」における審議を踏まえ、BIM/CIM推進を加速するため、基
準・要領等が改定・策定されました。
＜改定＞
[1]．CIM導入ガイドライン（案）
[2]．３次元モデル表記標準（案）
[3]．CIM事業における成果品作成の手引き（案）
＜策定＞
[4]．BIM/CIM活用における「段階モデル確認書」作成手引き【試行版】（案）
[5]．３次元データを契約図書とする試行ガイドライン（案）
[6]．設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデルの考え方（案）
[7]．BIM/CIM成果品の検査要領（案）
[8]．BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン（案）
[9]．土木IFC対応ソフトウェア確認要件（案）
[10]．LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換ソフトウェア確認要件（案）

CIM導入ガイドライン（案）

平成30年5月 令和元年5月

第１編 共通編 第１編 共通編

第２編 土工編 第２編 土工編

第３編 河川編 第３編 河川編

第４編 ダム編 第４編 ダム編

第５編 橋梁編 第５編 橋梁編

第６編 トンネル編 第６編 トンネル編

第７編 機械設備編（素案） 第７編 機械設備編（素案）

第８編 下水道編

第９編 地すべり編

３次元モデル表記標準（案）

平成30年5月 令和元年5月

第１編 共通編 第 1 編 共通編

第２編 第 2 編 道路編

第１章 道路土工編 第 1 章 道路編

第２章 河川土工編

第３編 構造編（橋梁編） 第 3 編 構造編

第 1 章 トンネル編

第 2 章 橋梁編

第 4 編 河川編

第 1 章 河川構造物編

第 5 編 ダム編

第 1 章 コンクリートダム編

第 2 章 フィルダム編



BIM/CIM運用拡大に向けたロードマップ（案） ～高度利活用～

高度利活用
・BIM/CIMの活用による建設生産・管理システム全体の効率化・高度化を目指す。
・併せて、成果品の二次利用等、建設生産・管理システムの枠を超えた活用を目指す。

国土交通省
第2回 BIM/CIM推進委員会 資料4 2019.04.23より



BIM/CIM運用拡大に向けたロードマップ（案） ～普及促進に向けた活動～

普及促進に向けた活動
・BIM/CIMの普及に向けて、受発注者のBIM/CIM実施体制等を整備。
・モデル作成の効率化のために必要な措置について検討し、適宜実装を推進。

国土交通省
第2回 BIM/CIM推進委員会 資料4 2019.04.23より



平成31年度 BIM/CIM活用の実施方針 対象の拡大

主な実施方針
・大規模構造物詳細設計においてBIM/CIMを原則適用（継続）
・さらに、詳細設計のBIM/CIM成果品がある工事についてBIM/CIMを原則適用
・大規模構造物については、概略設計、予備設計においてもBIM/CIMの導入を積極的に推進

国土交通省
第2回 BIM/CIM推進委員会 資料4 2019.04.23より



IM＆VRソリューション –設計データの活用と最新基準への対応

VRと各種土木設計ソフトや構造設計・構造解析ソフト、クラウドシステム等を連携し、BIM/CIMのワークフローを支援。
i-Construction、国土強靭化に対応した統合ソリューション。



IM＆VRデータ連携適用事例



IM&VRソリューション 主要製品

■スイート積算／スイート建設会計
UC-1設計シリーズとのデータ連携から鉄筋干渉チェックが可能

■Allplan／3D配筋CAD
UC-1製品による数量算出と連動した積算から会計まで可能

■UC-1設計シリーズ
設計計算から計算書作成、図面作成まで可能。IFC出力対応

■VR Design Studio UC-win/Road
CIM統合モデルとして、様々なシミュレーションが可能



Shade3Dシリーズ -BIM対応統合型3DCGソフト-

モデリング レンダリング 3Dプリント
小永幹夫（有限会社ファイン）アニメーション

累計販売数50万本を超えるロングセラーソフト。高精度のモデリング、レイアウト、カメラ、光源、レンダリ
ングなど建築パースやインテリア／プロダクトデザイン等に必要な機能を網羅し、3次元CAD利用技術者試験1
級の推奨ソフトに認定。

Shade3D Ver.20 
2019年8月リリース
サブスクリプション対応
日本語／英語／中国語版

3Dアノテーション対応



CIM導入ガイドライン対応製品

線形モデル

CIMモデルの種類 対応製品

土工形状モデル

構造物モデル

広域・地形モデル

統合モデル

土木構造の設計計算から2次元図面およ
び3D配筋モデルを生成。3Dによる配筋
のシミュレーション機能も兼ね備えた
設計計算ソフトウェアです。
また、3D配筋CADと連携することで
3Dモデルによる配筋の干渉チェックが
可能になります。

各種プロジェクトの3次元大規模空間
を簡単なPC操作で作成でき、多様なリ
アルタイム・シミュレーションが行え
る先進のソフトウェアです。
IFC・Shape・LandXML・DWGなど
をサポートし、ますます充実した
BIM/CIMデータ交換ツールにより、フ
ロントローディングにおける各種シ
ミュレーション（景観、日照、交通、
風、騒音、浸水・津波、避難など）と
の連携を実現します。

http://www.ocf.or.jp/cim/softmap/softmap_doko.pdf



平成31年度 リクワイヤメント

必
須

① CIMモデルの作成・更新 ＜CIM導入ガイドライン＞

② 属性情報の付与 ＜CIM導入ガイドライン＞

③ CIMモデルの照査 ＜BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン＞

④ CIMモデルの納品 ＜CIM事業における成果品作成の手引き＞

選
択

① 段階モデル確認書を活用したCIMモデルの品質確保
・＜段階モデル確認書＞に基づきCIMモデルを共有し、その効果や課題について抽出する

② 情報共有システムを活用した関係者間における情報連携
・情報共有システムの3次元データ表示機能等を活用し、関係者間の情報連携を実施する

③ 後工程における活用を前提とする属性情報の付与
・CIMガイドラインに固執せず、事業ごとの特性から追加すべき属性情報を検討する

④ 工期設定支援システム等と連携した設計工期の検討
・「設計-施工間の情報連携のための4次元モデルの考え方」を参考に施工ステップに沿ったCIMモデルを構築する

⑤ CIMモデルを活用した工事費の算出
・CIMモデルから数量を算出するととも、算出された数量に基づく概算事業費の算出を行う

⑥ 契約図書としての機能を具備するCIMモデルの構築
・契約図書としての要件を備えたCIMモデルを作成し、3次元モデルと2次元図面との整合性について確認する

⑦ CIMモデルを活用した効率的な照査
・3次元モデルと属性情報に基づき、効率的な照査を実施する

⑧ 施工段階におけるCIMモデルの効率的な活用方策の検討
・CIMモデルを用いた仮設計画、施工計画を行い、出来型管理を検討、実施する



平成31年度 リクワイヤメントへの対応

VR-NEXT
様々なデータをいつでもどこでも利用可能、業務効率化へ

クラウド型VR･合意形成ソリューション

1. 情報共有システムを活用した関係者間における情報連携



平成31年度 リクワイヤメントへの対応

2. 後工程における活用を前提と する属性情報の付与

躯体・鉄筋j情報

属性追加設定

属性設定ツール



平成31年度 リクワイヤメントへの対応

第15回 3D・VRシミュレーションコンテスト
「張出し架設工法による橋梁架設シミュレーション」(三井住友建設株式会社)

3. 工期設定支援システム等と連携した設計工期の検討（4Dモデルの標準化）

～張出し架設工法による橋梁架設シミュレーションによるCIMモデルの活用例～



平成31年度 リクワイヤメントへの対応

土量計算

数量計算
UC-1設計シリーズ

積算連携データ

UC-1 Suite 積算

土量

スイート建設会計

4. CIMモデルを活用した工事費の算出



スイート建設会計／スイート法人会計／スイート給与計算

スイート建設会計：建設業界に特化したクラウド型会計ソフト。設計およびスイート積算とスムーズに
連携し、仕訳・工事台帳作成・原価集計に対応。

設計 積算
スイート

建設会計

スイート

給与計算

-出面管理-

スイート

建設会計

スイート

給与計算

【建設業ユーザ向け】

【一般企業ユーザ向け】

●仕訳入力時の工事コード入力により原価を工事別に計上
●工事台帳を作成し、工事別の原価を集計
●工事完成基準及び工事進行基準による工事収益を計上
●間接費の配賦機能を搭載
●建設業会計における勘定科目から、各種財務諸表を作成
●完成振替、間接費配賦の自動仕訳機能を搭載



建設業界向けに加えて、一般向けの法人会計ソフトや給与計算ソフトも展開。

製品名称 製品概要 出荷開始

スイート建設会計
通常版：¥250,000
Pro版 ：¥600,000（無償保証5年）

・仕訳入力時の工事コード入力により原価を工事別に計上
・工事台帳を作成し、工事別の原価を集計
・工事完成基準及び工事進行基準による工事収益を計上
・間接費の配賦機能を搭載
・建設業会計における勘定科目から、各種財務諸表を作成
・完成振替、間接費配賦の自動仕訳機能を搭載

'18.02
出荷済

スイート法人会計
通常版：¥150,000
Pro版 ：¥350,000（無償保証5年）

一般企業向けに「スイート建設会計」に以下機能を追加
・ 社員の経費精算管理 ・社員ごとに利用できる機能の権限管

理
・勘定科目の切り換え ・他社会計ソフトからのデータコンバート

'18.05
出荷済

スイート給与計算
通常版：¥150,000
Pro版 ：¥350,000（無償保証5年）

・タイムカード出退勤管理（スマホ対応）
・給与明細発行（印字およびスマホ対応）
・社会保険計算（社会保険、雇用保険、厚生年金）
・人事管理機能（履歴管理、写真、履歴書添付）

'18.05
出荷済

スイート建設会計/
法人会計経費精算オプション
¥25,000

建設業向けに「スイート建設会計」で以下機能に対応
・社員の経費精算管理

'18.09

スイート給与計算―出面管理―
¥250,000

建設業向けに「スイート給与計算」に以下機能を追加
・人件費の直接費管理（作業現場日数の管理）
・出面管理 （労務日報入力、現場管理、タイムカード機能連動）

'18.12
出荷済

●今後の関連製品開発予定 （価格は税別表示です）

スイート建設会計／スイート法人会計／スイート給与計算



平成31年度 リクワイヤメントへの対応

UC-1設計シリーズ

5. 契約図書としての機能を具備 するCIMモデルの構築



平成31年度 リクワイヤメントへの対応

干渉チェック

干渉回避

IFC出力
干渉シミュレー
ション結果出力

2次元図面出
力

6. CIMモデルを活用した効率的な照査（１）



平成31年度 リクワイヤメントへの対応

3DモデルIFC変換ツールUC-1設計シリーズ

6. CIMモデルを活用した効率的な照査（２）



3Dモデリング機能

• 建築部材作成ツールでは作成できない形状の部材や、
土木構造物をモデリング可能。

• シーメンスPLM社のParasolid 3Dカーネルを搭載し、
精度のよいモデリングが可能。

• 作成した3Dモデルはユーザー定義建築要素に変換することで、
2D図面への表示のカスタマイズが可能。

平成31年度 リクワイヤメントへの対応

6. CIMモデルを活用した効率的な照査（３）
BIM/CIM統合ソリューション - Allplan



配筋機能

• Allplan Engineeringでは構造計算後の配筋図作成を行うことが可能です。
• 鉄筋

– 鉄筋の形状を指定し、配置することで配筋可能。
– 形状指定する際に鋼材規格や鉄筋径、鉄筋被り等の情報を入力し、この

データを数量計算書等に反映することが可能。
– 主要な鉄筋形状データを備えている他、任意形状を自由に生成可能。
– 配筋後の修正なども容易に行うことが可能。
– 加工図作成機能を用いれば配筋した鉄筋をそのまま加工図として表現可

能。

平成31年度 リクワイヤメントへの対応

6. CIMモデルを活用した効率的な照査（４）
BIM/CIM統合ソリューション - Allplan



構造物・鉄筋情報の連携

• 例：「橋脚の設計」から「3D配筋ビューア」を経由して、躯体形状、鉄筋形状を出力、
Allplanに読み込み可能

Allplanファイル（.aファイル）
およびIFCファイルでの
エクスポートが可能

平成31年度 リクワイヤメントへの対応

6. CIMモデルを活用した効率的な照査（５）
BIM/CIM統合ソリューション - Allplan



3D配筋CAD詳細データを作成
3D配筋干渉チェック

平成31年度 リクワイヤメントへの対応

6. CIMモデルを活用した効率的な照査（６）
BIM/CIM統合ソリューション - Allplan

3D配筋CADデータの活用１



平成31年度 リクワイヤメントへの対応

3D配筋CADデータの活用２
3D配筋CAD詳細データを作成
Shade3Dへの連携

6. CIMモデルを活用した効率的な照査（７）
BIM/CIM統合ソリューション – Allplan
BIM対応統合型3DCGソフト – Shade3D

Allplan

Shade3D



有限要素法解析システム FEMLEEG

3D配筋CADデータの活用４
3D配筋CAD詳細データを作成
Shade3Dへの連携 → FEMLEEGへの連携

6. CIMモデルを活用した効率的な照査（８）

FEMLEEG

BIM対応統合型3DCGソフト – Shade3D
綜合有限要素法解析システム – FEMLEEG



UC-1 Cloud自動設計

自動設計シリーズ
Auto Series 共通機能

6. CIMモデルを活用した効率的な照査（９）



平成31年度 リクワイヤメントへの対応

第15回 3D・VRシミュレーションコンテスト
「社会インフラVR ～CIMによる生産性向上～」(株式会社岩崎)

7．施工段階におけるCIMモデルの効率的な活用方策の検討

～社会インフラシミュレーションによるCIMモデルの活用例～



3D VRシミュレーション紹介

防災シミュレーション（土石流） 防災シミュレーション（津波） 避難シミュレーション（火災）

UAVによる維持管理シミュレーション環境アセスメント（緑化率、日照問題） 高精度ドライビングシミュレータ

第16回 3D・VRシミュレーションコンテスト
「i-hazard map PROJECT ～次世代iハザードマップ構想の提案～」
三井共同建設コンサルタント株式会社

第15回 3D・VRシミュレーションコンテスト
「津波迅速避難教育システム」
秋田県産業技術センター/秋田大学

第15回 3D・VRシミュレーションコンテスト
「歩行VRシミュレータを用いた化学工業地区内での避難訓練と実験」
韓国国立災害管理研究所

世界初の大型4K5面立体視ドライビング・シミュレータ
名古屋大学

3DVRと連動する自律飛行型UAVによる構造物調査システムVRと簡易アセスメントを同時に評価可能



i-Constructionへの対応

UAVプラグイン 無人化遠隔施工事例



プレゼンテーション

「FORUM8のFEM解析ソリューション」
“FORUM8 FEM analysis solution“

フォーラムエイトシステム開発Group FEMLEEG/地盤チームリーダー
佐野裕昭

Hiroaki Sano, Leader of FEMLEEG / Geotechnical Team, System 
Development Group, FORUM8

フォーラムエイト開発担当取締役
フレミング・ブレント

Brent Fleming, Director in charge of development, FORUM8
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